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器

桑
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H
i
d
e
k
i
K
u
葵
苔
謎

., 

a+a 10 073 
E・バークと一七七0年代の英国プリストル陶磁騒

カ
ッ
プ
＆
ソ
ー
サ
ー
の
セ
ッ
ト
一
脚
の
み
）
を
見
つ
け
た
か
ら
だ
。

■ 

ロ
ン
ド
ン
の
古
地
図
[
r
]

を
脱
み
な
が
ら
マ
ッ
ピ
ン

二

0
0七
年
三
月
、
筆
者
は
、
大
英
博
物
館
常
設
展
示
室
で
の
思
わ
ぬ
「
発
見
」
に
歓
喜
し
た
。
と
い
う
の
は
、
「
ユ
グ
ノ
ー
銀
器
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
観
よ
う
と
館
内
を
ま
わ
っ
て
い
て
、
た
ま
た
ま
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
一
八
世
紀
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
美
学
者
兼
政
治
哲
学
者
た
る
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク

E
合
m
n
d
B
u
r
k
e
,
 1
7
2
9
,
1
7
9
7

に
由
来
す
る
陶
磁
器
セ
ッ
ト
（
展
示
品
は
、

一
七
七

0
年
代
に
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
に
よ
っ
て
製
造
さ

こ
の
と
き
の
筆
者
は
、

れ
、
名
目
的
に
は
彼
の
妻
ジ
ェ
ー
ン
J
a
n
e
B
u
r
k
e
,
 n
e
e
 N
u
g
e
n
t
,
 1
7
3
4
,
1
8
1
2
 
(
バ
ー
ス
の
著
名
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
内
科
医
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
博
士
の
娘
）
へ
の
贈
答
品
で
あ
っ
た
。

バ
ー
ク
の
伝
記
的
事
実
の
確
認
中
だ
っ
た
。
故
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
英
国
渡
航
と
、
渡
英
後
に
彼
を
支
え

を
含
む
）
は
、

た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
実
態
を
調
べ
て
い
た
。
一
七
・
一
八
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
（
移
民
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
、

ど
こ
に
住
み
、

グ
し
て
い
た
。
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
」
「
ク
エ
ー
カ
ー
」

3
「
ユ
グ
ノ
ー
」
§
と
い
っ
た
人
々
は
、
国
家
（
カ
ト
リ
ッ
ク
国
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
国
教
会

の
英
国
）
か
ら
迫
害
を
受
け
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
市
中
に
は
、

こ
の
種
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち

の
居
住
区
が
隣
接
・
密
集
し
て
い
た
こ
と
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

さ
て
バ
ー
ク
は
、
ダ
ブ
リ
ン
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
後
の
一
七
五

0
年
、
ダ
ブ
リ
ン
の
事
務
弁
護
士
だ
っ
た
父
リ
チ
ャ
ー
ド

ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
法
学
院
に
通
う
た
め
、

一
八
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
移
民
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を
追
う
な
か
で

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
海
を
渡
っ
て
ロ
ン
ド
ン

吝
c
h
a
r
d
B
u
r
k
e
,
 d. 
1
7
 6

の
勧
め
で
、

に
や
っ
て
く
る
。
英
国
在
住
の
「
い
と
こ
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ク

W
巳
i
a
m
B
u
r
k
e
,
 1
7
2
8
/
3
0
,
1
7
9
8
 
(
エ
ド
マ
ン
ド
と
の
具
体
的
血
縁
関
係
は

不
明
）
と
そ
の
父
ジ
ョ
ン
（
生
没
年
不
詳
、
ロ
ン
ド
ン
の
法
廷
弁
護
士
）
の
援
助
の
も
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
「
移
民
」
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

し
た
が
っ
て
、
バ
ー
ク
の
ば
あ
い
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
貧
困
層
の
人
々
と
は
ち
が
い
、
法
規
上
父
の
宗
旨
を
受
け
継
い

だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
英
国
国
教
徒
）
で
あ
っ
た
し
、
当
初
か
ら
中
産
階
級
に
属
し
て
い
た
（
た
だ
し
、
母
メ
ア
リ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
コ
ー
ク
州

の
カ
ト
リ
ッ
ク
有
力
氏
族
だ
っ
た
母
方
ネ
ー
グ
ル
一
族
と
は
生
涯
深
い
関
係
に
あ
っ
た
)
[
叫

]
0
~
国
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
裔
等
五
教
育
を
受
け
て
い
た
。
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図1I 
リチャード＆ジュディス・チャンピオン夫妻の肖像

（細密画、個人蔵）

Bがto!Porcelain Bicentenary Exhibition 1770-1970, 

Ciry Art Gallery, Bristol, 1970, p. 2.より

た
し
か
に
渡
英
後
に
住
ん
だ
と
比
定
し
う
る
場
所
も
、
近
世
初
期
以
来
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
密
集
居
住
区
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド

で
は
な
く
、
シ
テ
ィ
中
心
部
の
テ
ン
プ
ル
地
区
や
一
八
世
紀
中
葉
以
降
急
速
に
発
展
し
た
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
周
辺
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ー
ク
に
移
民
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ら
し
い
而
も
あ
っ
た
。
『
崇
高
と
美
を
め
ぐ
る
観
念
の
起
原
の
探
究
』

（
初
版
一
七
五
七
年
）
上
梓
し
、
文
筆
家
と
し
て
名
を
成
し
た
後
で
も
、
「
い
と
こ
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
そ
し
て
後
か
ら
渡
英

し
た
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
密
c
h
a
r
d
B
u
r
k
e
,
 1
7
3
 3
,
1
7
9
4

た
ち
と
同
一
家
計
の
家
庭
生
活
を
営
み
続
け
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、

こ
の
崇
高
美
学
書
の
出
版
と
同
年
に
バ
ー
ク
は
ジ
ェ
ー
ン
を
要
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
よ
う
な
同
胞
独
身

男
性
た
ち
と
の
生
活
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
だ
（
結
婚
後
に
は
、
ジ
ェ
ー
ン
の
弟
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
加
わ
る
）
〔
3
゜
都
市

ロ
ン
ド
ン
で
の
移
民
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
た
ち
の
肩
寄
せ
合
っ
た
生
活
が
、

大
英
博
物
館
の
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
の
話
に
戻
ろ
う
。
こ
の
典
雅
な
デ
ザ
イ
ン
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
用
の
陶
器
セ
ッ
ト

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
バ
ー
ク
の
妻
ジ
ェ
ー
ン
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
七
七
四
年
―
一
月
、
夫
バ
ー
ク
の
ブ
リ

ス
ト
ル
か
ら
の
英
国
下
院
議
員
選
出
を
祝
し
て
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ク
エ
ー
カ
ー
貿
易
商
兼
陶
器
製
造
業
者
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ぞ
c
h
a
r
d
C
h
a
m
p
i
o
n
,
 1
7
4
3
,
1
7
9
1

と
そ
の
妻
〔
図
ー
〗
か
ら
の
贈
答
品
で
あ
る
こ
と
が
、
図
案
中
の
銘
文
に
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
そ
の
後
の
二

0
0九
年
一
月
お
よ
び
二

0
一
六
年
三
月
の
筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
か
ら
、
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
を
構

成
し
た
茶
器
類
は
、
大
英
博
物
館
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
立
博
物
館
兼
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
等
に
ば
ら
ば
ら
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
こ
の
一
八
世
紀
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
器
は
、
「
高
磁
器
（
ハ
ー
ド
・
ペ
イ
ス
ト
）
」
「
エ
ナ
メ
ル
色
陶
材
」
「
金
メ
ッ
キ
」

の
仕
上
げ
で
あ
り
、
古
典
主
義
的
な
優
雅
さ
を
湛
え
た
も
の
で
あ
る
〔
図
2
〕
。
こ
れ
は
、
高
温
で
焼
成
さ
れ
た
真
正
の
陶
磁
器
で
あ
り
、

ま
さ
に
ド
イ
ツ
や
中
国
の
正
統
な
磁
器
製
造
法
に
倣
う
高
品
質
な
製
品
だ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
こ
の
陶
磁
器
は
ジ
ョ
サ
イ

クエーカー高人R・チャンピオンとの蜜月関係

バ
ー
ク
夫
人
に
贈
ら
れ
た
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
と
そ
の
図
案

■ 

こ
こ
に
偲
ば
れ
よ
う
。

a+a 10 075 

E・バークと一七七0年代の英国プリストル陶磁騒

I図2
「バーク・サーヴィス（一部）」

（ソーサー直径12.7センチ、カップ高さ4.4センチ、直径7.9センチ、

ニューヨーク・メトロポリタン美侑館蔵）

Nicholas Panes, English Potter-American Patriot?, Gomer Press, 

2016, p. 75.より

■ 

ア
・
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
]0siah
W
e
d
g
w
o
o
d
,
 1
7
3
0
'
1
7
9
5

に
よ
る
「
ジ
ャ
ス
パ
ー
ウ
ェ
ア
」
〔
渭
〗
の
隆
盛
ま
で
1

同
時
代
の
他
地
域
で

作
ら
れ
た
英
国
陶
器
と
比
べ
、
き
わ
め
て
質
の
高
い
典
雅
な
製
品
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
に
描
か
れ
た
図
案
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
左
手
に
、
古
代
ロ
ー
マ
兵
士
風
衣
装
を
ま
と
っ

た
、
盾
と
槍
を
も
つ
バ
ー
ク
、
右
手
に
は
、
ロ
ー
マ
の
松
を
思
わ
せ
る
樹
木
の
か
た
わ
ら
に
、
豊
穣
の
角
を
も
つ
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
風
の
妻

ジ
ェ
ー
ン
。
中
央
部
に
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
が
上
に
立
っ
て
い
る
紋
章
付
き
の
石
碑
が
あ
り
、
上
部
に
は
英
語
で
「
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

串
刺
し
に
す
る
バ
ー
ク
の
武
器

(the
arms of Burke impaling Nugent)
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
ラ
テ
ン
語
で
「
リ
チ
ャ
ー
ド
＆
ジ
ュ
デ
ィ

こ
れ
を
英
国
中
最
良
の
妻
た
る
ジ
ェ
ー
ン
・
バ
ー
ク
に
友
情
の
印
と
し
て
贈
る
。

一
七
七
四
年
―
一
月
三

日。

(I.

Burke. O
P
T
.
 B. M
.
 /
 R. ET. I. 
C
H
A
M
P
I
O
N
.
 D. D
D
.
 /
P
I
G
N
U
S
 A
M
I
C
I
T
I
A
E
.
 /
 
III•NON•NOV. 

M
D
C
C
L
X
X
I
V
・
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
上
部
の
英
文
中
の
「
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
指
示
す
る
の
は
、
直
接
的
に
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ウ
ィ
ッ
グ
前
任
選
出
議
員
I

反
植
民
地
政
策
を
推
す
「
宮
廷
派
」
で
す
で
に
不
人
気
だ
っ
た
ク
レ
ア
卿
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
R
o
b
e
r
t
N
u
g
e
n
t
,
 1st 

V
i
s
c
o
u
n
t
 Clare, 
1
7
0
9
,
1
7
8
8
で
あ
ろ
う
。
一
七
七
四
年
の
バ
ー
ク
出
馬
は
、
こ
の
古
参
候
補
の
勇
退
を
契
機
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
に
す
ぐ
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
妻
の
旧
姓
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
お
そ
ら
く
、
ダ
ブ
ル
・
ミ
ー
ニ
ン
グ
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
、
下
部
の
ラ
テ
ン
語
が

し
め
す
内
容
は
明
白
だ
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
夫
妻
が
、
バ
ー
ク
夫
妻
を
と
て
も
近
し
く
思
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
バ
ー
ク
が
手
に
し
た
槍
の
先
端
に
は
、
「
フ
リ
ー
ジ
ア
帽
」
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

に
際
し
て
「
自
由
」
の
象
徴
と
し
て
有
名
に
な
る
も
の
だ
が
、
英
国
で
は
す
で
に
「
言
論
の
自
由
」
の
旗
手
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ル
ク
ス
]
o
h
n
W
i
l
k
e
s
,
 
1
7
2
5
,
1
7
9
7
 
(
バ
ー
ク
と
親
交
あ
り
）
と
と
も
に
、
す
で
に
戯
画
（
た
と
え
ば
画
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ

ガ
ー
ス
に
よ
る
一
七
六
一
二
年
の
銅
版
画
）
の
な
か
で
、
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
地
位
を
得
て
い
た
。
だ
か
ら
、
当
時
の
英
国

人
に
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
性
は
確
実
に
読
解
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
。
こ
う
な
る
と
、
晩
年
の
一
七
九

0
年
、
反
フ
ラ
ン
ス

革
命
論
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』
を
書
い
た
こ
と
で
、
歴
史
上
ず
っ
と
「
保
守
」
「
反
動
」
の
政
治
家
と
レ
ッ
テ
ル
貼

り
さ
れ
て
き
た
バ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
も
、
こ
の
一
七
七

0
年
代
の
ブ
リ
ス
ト
ル
に
あ
っ
て
は
ま
っ
た
く
反
対
に
、
む
し
ろ

「
自
由
」
「
寛
容
」
を
擁
護
す
る
穏
健
派
ウ
ィ
ッ
グ
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ス
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
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さ
て
、

バ
ー
ク
と
ク
エ
ー
カ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
父
子
と
の
関
係
か
ら

バ
ー
ク
と
英
国
ブ
リ
ス
ト
ル
を
根
拠
地
と
す
る
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
兼
陶
器
製
造
業
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
は
、

か
な
る
接
点
で
結
ば
れ
る
の
か
。

こ
こ
で
は
ま
ず
は
、
バ
ー
ク
の
伝
記
を
遡
り
、
彼
の
「
ク
エ
ー
カ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
バ
ー
ク

は
、
在
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
中
等
教
育
期
（
一
七
四
一
年
五
月
ー
一
七
四
四
年
四
月
）
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
出
身
の
ク
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
エ
イ
ブ
ラ
ハ

ム
・
シ
ャ
ク
ル
ト
ン

A
b
r
a
h
a
m
Shackleton, 1
6
9
6
,
1
7
7
1

が
開
い
た
寄
宿
学
校
（
一
七
二
六
年
創
設
）
で
過
ご
す
。
学
校
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
中
央
部
の
肥
沃
な
緑
野
が
広
が
る
キ
ル
デ
ア
州
バ
リ
ト
ア
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
に
則
り
、
宗
教
的
な
寛
容
主
義

が
徹
底
さ
れ
、
大
学
進
学
を
念
頭
に
お
く
古
典
文
学
教
育
が
熱
心
に
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
非
国
教
徒
の
子
弟

た
ち
も
集
ま
っ
て
い
た
。
バ
ー
ク
も
ま
た
、
兄
ギ
ャ
レ
ッ
ト

G
a
r
r
e
t
B
u
r
k
e
,
 c. 
1
7
2
5
,
1
7
6
5

な
ら
び
に
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
と
と
も
に
、
こ
の

学
校
に
同
時
入
学
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
間
バ
ー
ク
は
、
と
り
わ
け
校
長
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
の
息
子
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ャ
ク

ル
ト
ン
在
c
h
a
r
d
Shackleton, 1
7
2
6
,
1
7
9
2

と
親
交
を
結
び
、
そ
れ
が
バ
ー
ク
に
お
け
る
生
涯
最
も
璽
要
な
交
友
関
係
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
「
バ

リ
ト
ア
11
ク
エ
ー
カ
ー

(11
キ
ル
デ
ア
州
の
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
一
族
）
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
〔
r]
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
バ
リ
ト
ア
11
ク

エ
ー
カ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
こ
そ
、
バ
ー
ク
に
お
い
て
中
等
教
育
期
に
親
し
ん
だ
教
理
を
護
持
さ
せ
、

る
璽
要
な
契
機
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

エ
ー
カ
ー
全
国
会
議
に
は
出
席
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
事
実
も
、

キ
ル
デ
ア
の
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
一
族
と
ブ
リ
ス
ト
ル
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
一
族
の
直
接
的
な
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
し
か
し
、
各
地
に

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
」
を
持
ち
連
帯
意
識
も
強
く
、
手
工
芸
や
産
業
の
振
興
・
慈
善
活
動
に
も
積
極
的
な
ク
エ
ー
カ
ー
た
ち
が
、

当
時
の
英
国
内
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
七
世
紀
英
国
ク
エ
ー
カ
ー
の
一
大
根
拠
地

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ビ
ン
グ
リ
ー
近
郊
に
育
っ
た
父
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
移
住
し
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
年
一
回
の
ク

一
八
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
一
帯
に
、
遠
く
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ

■ 

そ
れ
を
深
く
ふ
か
く
内
面
化
す し‘
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一
八
世
紀
中
築
の
ブ
リ
ス
ト
ル
は
と
い
え
ば
、
北
米
な
ど
と
の
植
民
地
貿
易
で
潤
う
一
大
港
湾
都
市
だ
っ
た
。
す
で
に
英
国
内
で
は
、

人
口
五
万
人
ほ
ど
の
ロ
ン
ド
ン
に
次
ぐ
第
二
の
商
業
都
市
だ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
こ
そ
、
こ
の
都
市
に
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
の
「
自

由
貿
易
」
の
風
を
吹
か
せ
る
た
め
、
バ
ー
ク
を
招
請
し
た
立
役
者
だ
っ
た
。

一
七
七

0
年
代
は
じ
め
の
バ
ー
ク
は
、
弁
に
長
け
た
英
国
下
院
議
員
と
し
て
世
に
名
を
知
ら
れ
、
実
践
政
治
家
と
し
て
の
地
歩
を

固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
バ
ー
ク
の
政
治
的
階
梯
を
簡
単
に
遡
っ
て
み
よ
う
。
ウ
ィ
ッ
グ
派
の
領
袖
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
伯
C
h
a
r
l
e
s
W
a
t
s
o
n
,
 

W
e
n
t
w

。且
2
n
d
M
a
r
q
u
e
s
s
o
f
 R
o
c
k
i
n
g
h
a
m
,
 1
7
3
0
,
1
7
8
2
と
の
知
遇
を
得
た
バ
ー
ク
は
、
一
七
六
五
年
に
は
じ
め
て
ウ
ェ
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー

の
「
ポ
ケ
ッ
ト
選
挙
区
」
か
ら
英
国
下
院
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。
六
八
年
の
再
選
出
後
に
は
1

没
後
ま
で
大
き
な
借
金
が
残
っ
た

が
I

ロ
ン
ド
ン
北
西
郊
ベ
ー
コ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
パ
ラ
ッ
デ
ィ
オ
風
邸
宅
付
の
地
所
「
グ
レ
ゴ
リ
ー
ズ
」
（
農
場
付
六
0
0
ェ
ー
カ
ー
の

土
地
、
購
入
価
約
二
万
ポ
ン
ド
）
を
購
人
し
、

い
わ
ば
英
国
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
た
ら
ん
と
し
た
。

ブ
リ
ス
ト
ル
選
出
要
請
前
の
一
七
七

0
年
末
、
バ
ー
ク
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
の
代
理
人
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
七
七

0
年
七

月
、
植
民
地
増
税
策
た
る
「
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
諸
法
」
が
全
廃
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
商
人
は
独
自
紙
幣
の
発
行
を
認
め
ら
れ
、
一

時
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
宗
主
国
・
英
国
と
の
貿
易
再
開
が
決
ま
っ
た
頃
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
、
特
に
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
太
い
交
易
。
ハ
イ
プ
を
も
つ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
バ
ー
ク
の
政
治
力
に
注
目
し
て
い
た
に
ち

一
七
七
四
年
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
の
出
馬
要
請

ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

に
も
広
が
る
ク
エ
ー
カ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
堅
固
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、

■ 

一
七
世
紀
以
来
ブ
リ
ス
ト
ル
の
有
カ
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
一
族
と
し
て
知
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
家
[
項
]
の
末
裔

が
、
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
父
子
に
近
し
い
バ
ー
ク
に
親
近
感
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
は
あ
る
ま
い
。

ピ
オ
ン
と
の
接
触
も
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
端
を
発
す
る
、
バ
ー
ク
の
「
ク
エ
ー
カ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

一
七
七

0
年
代
の
チ
ャ
ン

の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
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が
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
バ
ー
ク
の
ブ
リ
ス
ト
ル
選
出
が
画
策
さ
れ
た
一
七
七
三
年
か
ら
七
四
年
と
い
う
時

期
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
独
立
前
夜
で
あ
り
、
英
国
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
の
あ
い
だ
の
軋
礫
が
、
わ
け
て

も
交
易
上
の
利
得
を
め
ぐ
り
、
極
度
に
錯
綜
し
た
動
乱
の
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
一
七
七
三
年
の
「
茶
法
」

（
東
イ
ン
ド
会
社
経
由
以
外
の
茶
の
輸
入
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
課
税
）
。
そ
れ
へ
の
反
発
が
爆
発
す
る
同
年
―
二
月

の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
。
さ
ら
に
こ
の
事
件
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
課
さ
れ
た
「
耐
え

難
き
諸
法
」
の
数
々
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ー
ク
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
っ
て
プ
リ
ス
ト
ル
に
招
請
さ
れ
た
一
七
七
四
年
と
い
う
年
は

ー
国
王
の
勅
許
状
を
笠
に
国
営
企
業
の
よ
う
に
振
舞
う
東
イ
ン
ド
会
社
を
除

vー
英
国
内
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
に
か
か
わ
る
商

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
し
く
生
き
残
り
を
か
け
た
勝
負
の
時
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
に
バ
ー
ク
が
欲
し
か
っ
た
日
。
バ
ー
ク
の
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
の
選
出
過
程
は
ぎ
わ

め
て
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
一
七
七
四
年
九
月
、
議
会
の
解
散
と
と
も
に
ウ
ェ
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
選
挙
区
」
の
議
席
を

失
う
。
同
年
一

0
月
、
ウ
ィ
ル
ク
ス
に
よ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
か
ら
の
出
馬
打
診
な
ど
紆
余
曲
折
の
末
、
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
伯
の
好
意

で
彼
の
地
盤
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
モ
ー
ル
ト
ン
よ
り
の
出
馬
が
決
ま
る
（
じ
つ
は
す
で
に
こ
の
と
き
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
も
ブ
リ
ス
ト
ル
で
の
出
馬

打
診
が
あ
っ
た
が
一
時
頓
挫
）
。
結
果
的
に
、
ま
ず
モ
ー
ル
ト
ン
に
て
当
選
を
果
た
す
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
の
当
選
確
定
の
報
を
接
す
る
に

相
前
後
し
て
、
あ
ら
た
め
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
正
式
出
馬
要
請
の
報
が
届
く
。
バ
ー
ク
は
、
夜
を
徹
し
て
馬
車
を
南
に
走
ら
せ
、
一
路

ブ
リ
ス
ト
ル
ヘ
と
向
か
っ
た
。
到
着
後
す
ぐ
に
華
々
し
く
立
候
補
の
名
乗
り
を
あ
げ
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ら
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
推
進
派

の
商
工
業
者
た
ち
の
支
援
の
も
と
、
「
ウ
ィ
ッ
グ
穏
健
派
」
下
院
議
員
と
し
て
議
席
を
獲
得
す
る
（
「
ブ
リ
ス
ト
ル
到
着
に
際
し
て
の
演
説
」
「
投

シ
ャ
ク
ル
ト
ン
一
族
と
の
親
密
な
関
係
を
基
盤
と
し
た
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
ヘ
の
深
い
理
解
も
あ
り
、
植
民
地
／
属
国
と
の
自
由
貿
易
を

推
進
し
、
植
民
地
人
と
の
共
存
共
栄
を
主
張
し
て
い
た
バ
ー
ク
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ク
エ
ー
カ
ー
で
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
だ
っ
た
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
政
治
的
か
つ
思
想
的
な
守
護
神
で
あ
っ
た
。
他
方
、
こ
の
英
国
第
二
の
都
市
で
下
院
選
出
議
員
と
な
っ

た
バ
ー
ク
に
と
っ
て
も
、
選
挙
区
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
地
元
商
工
業
者
で
あ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
保
持
し
た
財
政
的
・
政
治
的
影

票
終
結
に
際
し
て
の
演
説
」
）
。

■ 
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リ
ス
ト
ル
演
説
」
）
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

■ 

響
力
は
ひ
じ
ょ
う
に
有
り
難
か
っ
た
ろ
う
。
選
挙
当
選
後
、
バ
ー
ク
は
ー
一
七
八

0
年
の
再
選
棄
権
選
挙
ま
で
1

ほ
と
ん
ど
ブ
リ
ス

ト
ル
を
訪
問
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
リ
ス
ト
ル
の
郷
土
史
研
究
者

p
.
T
・
ア
ン
ダ
ー
ダ
ウ
ン
の
言
色
を
引
用
す
れ
ば
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
こ
そ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
選
出
下
院
議
員
バ
ー
ク
の
「
分
身
／
影
武
者
（
ア
ル
タ
ー
・
エ
ゴ
）
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
分
身
」
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
の
蜜
月
関
係
カ
オ
リ
ン
占
有
権
・
ア
メ
リ
カ
貿
易
・
古
典
趣
味

バ
ー
ク
と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
の
ブ
リ
ス
ト
ル
で
の
関
係
は
、

ウ
ィ
ン
」

ヽ

い
わ
は
「
ウ
ィ
ン
1
1

じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
一

0
年
弱
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

の
蜜
月
関
係
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
バ
ー
ク
が
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
七
七
四
年
以
降
、
「
分

身
」
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
選
出
区
で
地
歩
を
固
め
て
く
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
バ
ー
ク
は
そ
の
間
ず
っ
と
い
っ
そ
う
大
き
な
国
事
的
な
問

題
に
専
心
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
元
ブ
リ
ス
ト
ル
の
有
カ
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
の
末
裔
で
あ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
自
身
も
北
米
貿
易
で

財
を
増
や
し
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
街
北
郊
ヘ
ン
ベ
リ
ー
に
別
邸
を
持
ち
、
妻
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
と
と
も
に
、
バ
ー
ク
と
そ
こ
で
親
し
く
交
わ
っ

た
（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ヘ
ン
ベ
リ
ー
住
ま
い
が
、
バ
ー
ク
の
ブ
リ
ス
ト
ル
訪
問
の
機
会
を
妨
げ
た
と
、
上
述
の
ア
ン
ダ
ー
ダ
ウ
ン
は
い
う
）
。

い
っ
ぽ
う
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
富
裕
層
を
念
頭
に
典
雅
な
趣
味
の
高
級
陶
磁
器
を
製
造
・
輸
出
す
る
に
お
よ

び
、
バ
ー
ク
の
政
治
力
を
背
景
と
し
て
英
国
内
で
も
ひ
じ
ょ
う
に
僅
少
な
白
色
陶
磁
器
の
原
料
「
カ
オ
リ
ン
（
チ
ャ
イ
ナ
・
ク
レ
イ
）
」
の

使
用
特
権
を
1

陶
器
製
造
の
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー

William
C
o
o
k
w
o
r
t
h
y
,
 1
7
0
5
-
1
7
8
0

を
継
承
し
て
1

占
有
で
き

た
[
F
]

。
ま
た
、
な
に
よ
り
植
民
地
保
護
的
な
姿
勢
を
し
め
す
バ
ー
ク
こ
そ
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
横
暴
を
弾
劾
し
、
ア
メ
リ
カ
貿
易
そ
の

も
の
を
護
る
後
見
人
に
思
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

一
七
八

0
年
八
月
、
バ
ー
ク
は
四
年
ぶ
り
に
再
選
を
期
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
市
に
戻
る
。
九
月
一
日
、
疋
式
に
議
会
は
解
散
。
九
月
六

日
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
民
を
ま
え
に
演
説
（
「
ブ
リ
ス
ト
ル
の
選
挙
に
臨
ん
で
の
演
説
」
）
を
打
っ
た
[
図

3
r
し
か
し
、
前
回

L
七
七
四
年
の
劇

的
な
勝
利
へ
の
道
程
と
は
風
向
き
が
変
わ
っ
て
い
た
。
早
く
も
九
月
九
日
に
は
、
バ
ー
ク
は
出
馬
断
念
の
演
説
（
「
投
票
拒
否
に
つ
い
て
の
ブ

一
七
七
六
年
、
ア
メ
リ
カ
は
す
で
に
「
独
立
」
し
て
い
た
し
、
財
政
的
庇
護
者
チ
ャ
ン
ピ
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て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ン
の
政
治
力
も
斜
陽
傾
向
に
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
当
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
期
待
を
か
け
た
、
高
品
質
の
「
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
磁
器
」
の
製

造
も
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
財
源
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
貿
易
状
況
の
急
激
な
変
化
に
く
わ
え
、
英
国
陶
器
界
を
み
て

も
、
製
造
コ
ス
ト
も
安
価
で
、
魅
力
的
な
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
「
ジ
ャ
ス
パ
ー
ウ
ェ
ア
」
が
急
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。

以
下
、
本
稿
を
ま
と
め
よ
う
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
陶
磁
器
製
造
の
試
み
は
、
な
が
く
見
積
も
っ
て
も
、
わ
ず
か
十
年
足
ら
ず
の
も

の
だ
っ
た
[
”
]
。
一
八
世
紀
後
半
、
ア
メ
リ
カ
独
立
前
夜
の
一
大
港
湾
都
市
に
花
咲
い
た
典
雅
な
あ
だ
花
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
バ
ー
ク
の

ブ
リ
ス
ト
ル
選
出
期
間
と
璽
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
バ
ー
ク
と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
蜜
月
の
終
焉
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
磁
器
製
造
の
失
速

と
連
動
し
て
い
る
の
だ
。

で
は
、
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
作
っ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
産
の
陶
磁
器
の
も
つ
意
義
と
価
値
は
な

ま
ず
第
一
に
、
同
じ
ク
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
宗
教
者
兼
科
学
者
ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー
を
引
き
継
ぎ
、
ド
イ
ツ
・
マ
イ
セ
ン
や
中
国
・
景
徳

鎮
の
陶
磁
器
製
法
に
倣
っ
て
真
正
磁
器
創
出
を
め
ぐ
る
化
学
実
験
が
な
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
特
に
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
州
か
ら
輸
入
し

た
青
色
原
料
「
酸
化
コ
バ
ル
ト
」
の
輸
入
は
、
当
地
に
「
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
」
の
伝
統
を
も
残
し
た
。
第
二
に
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
に
、
典
雅
で
上
品
な
、
あ
る
種
学
識
豊
か
な
新
古
典
主
義
的
な
図
案
と
形
態
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
だ
。
当
時
、
同
時
代
的
な
風
俗
を

取
り
込
ん
だ
陶
磁
器
作
品
が
隆
盛
し
て
い
た
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
そ
れ
は
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
に
特
徴
的
な
よ
う
に

古
代
ロ
ー
マ
風
の
人
物
や
景
物
が
好
ん
で
描
か
れ
て
い
る
。
カ
ッ
プ
や
皿
に
み
ら
れ
る
金
の
花
柄
縁
取
り
、
し
ば
し
ば
好
ん
で
付
け
ら
れ

た
「
耳
型
」
の
取
っ
手
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
洗
練
味
を
添
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
三
点
目
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
陶
磁
器
製
造

が
、
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
と
連
動
す
る
産
業
振
興
・
貿
易
振
興
の
意
識
、
さ
ら
に
は
慈
善
主
義
・
寛
容
主
義
と
も
深
い
と
こ
ろ
で
か
か
わ
っ

ま
と
め
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
磁
器
に
読
む
光
と
影

■ 
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付
記

■ 

バ
ー
ク
夫
妻
と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
夫
妻
は
、
家
族
ぐ
る
み
の
友
人
関
係
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
品
こ
そ
、
ま
さ
に

こ
こ
で
主
題
と
し
た
1

バ
ー
ク
の
妻
ジ
ェ
ー
ン
に
贈
ら
れ
た
ー
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
と
い
う
逸
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
あ

る
意
味
で
女
性
を
尊
重
す
る
ク
エ
ー
カ
ー
思
想
も
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
最
終
的
に
社
会
的
慈
善
事
業
へ
の
寄
与
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
磁
器
に
は
、
①
科
学
的
刷
新
性
、
②
新
古
典
主
義
的
趣
味
、
③
ク
エ
ー
カ
ー
の
商
業
主
義
・
女
性
尊
重

主
義
、
こ
れ
ら
が
ひ
じ
ょ
う
に
凝
縮
し
た
か
た
ち
で
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
付
け
く
わ
え
れ
ば
、
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」

に
特
徴
的
な
美
的
趣
味
は
、
あ
る
意
味
、
バ
ー
ク
の
美
学
、
具
体
的
に
は
、
彼
の
「
崇
高
（
ザ
・
サ
ブ
ラ
イ
ム
）
」
の
美
学
で
は
な
く
、
「
美

（
ザ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
）
」
に
属
す
る
「
優
美
（
グ
レ
イ
ス
）
」
の
美
学
と
も
共
鳴
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
バ
ー
ク
の
「
優
美
」
概
念

は
、
女
性
的
な
た
お
や
か
さ
を
そ
の
根
源
に
も
つ
も
の
で
、
じ
つ
は
妻
ジ
ェ
ー
ン
そ
の
人
の
美
質
に
対
す
る
「
バ
ー
ク
の
恋
文
」
で
あ
っ

た
と
さ
え
言
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
大
英
博
物
館
で
出
遭
っ
た
バ
ー
ク
由
来
の
陶
磁
器
セ
ッ
ト
に
対
し
、
多
角
的
か
つ
歴
史
遡
及
的
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
た

こ
と
で
、
実
践
的
な
政
治
思
想
家
と
な
っ
て
か
ら
の
バ
ー
ク
の
も
っ
た
美
意
識
・
芸
術
的
関
心
に
新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
。
英
国
下
院
議
員
選
挙
（
政
治
）
・
陶
磁
器
製
造
業
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
（
商
業
）
・
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
（
宗
教
）
な
ど
が
交

錯
す
る
時
代
と
場
所
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
に
身
を
お
い
て
み
る
こ
と
、
そ
う
し
た
想
像
力
こ
そ
が
鍵
な
の
だ
。
池
澤
夏
樹
『
パ
レ
オ

マ
ニ
ア
』
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二

0
0
四
年
）
よ
ろ
し
く
、
「
古
代
妄
想
」
的
な
時
空
の
旅
に
赴
く
こ
と
が
本
研
究
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
の
採
用
が
ま
さ
に
本
稿
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
バ
ー
ク
美
学
の
も
つ
肌
理
や
ぬ
く
も
り
へ
の
肉
迫
度

合
い
ー
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
た
い
。

桑
島
秀
樹
（
く
わ
じ
ま
・
ひ
で
き
）

広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
の
美
学
・
芸

術
学
・
文
化
創
造
論
。

本
稿
は
、
筆
者
に
よ
る
短
稿
「
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
肖
像
（
そ
の
1
)
ー
ブ
リ
ス
ト
ル
陶
器
と
自
由
と
妻
ジ
ェ
ー
ン
」
『
広
島
芸
術
学
会
報
』
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註

0
二
号
（
広
島
芸
術
学
会
編
、
二
0
0
九
年
）
三
頁
、
な
ら
び
に
、
国
際
学
会
発
表
原
稿
（
英
語
•
第
二

0
回
国
際
美
学
会
議
)
(
E^
d
m
u
n
dB
u
r
k
e
 a
n
d
 

H
i
s
 P
a
t
r
o
n
 P
o
r
c
e
l
a
i
n
 M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
 o
f
 t
h
e
 1
7
7
0
s
 in Bristol: R
i
c
h
a
r
d
 C
h
a
m
p
i
o
n
 a
n
d
 t
h
e
^
'
B
u
r
k
e
 S
e
r
v
i
c
e
"
"
,
 T
h
e
 2
0
t
h
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 C
o
n
g
r
e
s
s
 o
f
 

A
e
s
t
h
e
t
i
c
s
,
 2
0
1
6
,
 J
u
l
y
 2
5
,
 2
0
1
6
,
 o
r
g
a
n
i
z
e
d
 b
y
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 f
o
r
 A
e
s
t
h
e
t
i
c
s
,
 at S
e
o
u
l
 N
a
t
i
o
n
a
l
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
に
サ
竿
づ
キ
u細
t
咄
{
さ
ゎ
い
て
ぃ
る
o

た
と
え
ば
一
八
世
紀
半
ば
（
一
七
四
六
年
）
の
も
の
と
し
て
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
1
1

ユ
グ
ノ
ー
の
家
系
に
生
ま
れ
た
測
量
家
・
地
図
製
作
者
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
J
o
h
n

R
o
c
q
u
e
,
 c
•
1
7
0
4
,
1
7
6
2

が
作
成
・
出
版
し
た
以
下
の
古
地
図
を
参
照
し
て
い
た
。

A
plan o
f
 the cities o
f
 L
o
n
d
o
n
 a
ミd
w
e
s
i
m
m
s
t
e
8
d
ミd
b
o
r
o
u
g
h
 o
f
 S
o
u
t
h
苔
ミ
竺
sur,

v
e
y
e
d
 b
y
 J
o
h
n
 R
o
c
q
u
e
 a
n
d
g
g
r
a
v
e
d
 b
y
 J
o
h
n
 Pine.
な
お
、
こ
の
ロ
ッ
ク
は
、
一
七
五
六
年
に
は
ダ
ブ
リ
ン
市
街
地
図
E
x
a
c
t
S
ミさ
ey
o
f
 the C
ミ
g
d
S
u
b
u
r
b
s
 o
f
D
恙＇

芍
も
作
成
・
出
版
し
て
い
る
。

ク
エ
ー
カ
ー
（
正
式
に
は
「
レ
リ
ジ
ア
ス
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
フ
レ
ン
ズ
（
フ
レ
ン
ド
会
派
）
」
）
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
で
は
あ
る
が
、
教
会
を
も
た
ず
、
権

威
も
好
ま
な
い
「
非
英
国
国
教
徒
」
と
し
て
迫
害
さ
れ
た
。
一
七
二

0
年
代
に
英
国
亡
命
生
活
を
送
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
啓
蒙
思
想
家
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
、
そ
の
「
哲
学
書

簡
（
イ
ギ
リ
ス
便
り
）
』
（
一
七
三
四
年
）
冒
頭
で
肯
定
的
に
論
評
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ク
エ
ー
カ
ー
一
般
に
つ
い
て
は
、
西
村
裕
美
「
小
羊

の
戦
い
ー
17
世
紀
ク
エ
イ
カ
ー
運
動
の
宗
教
思
想
』
（
未
来
社
、
一
九
九
八
年
）
な
ら
び
に

S
t
e
p
h
e
n

W. A
n
g
e
l
l
 a
n
d
 P
i
n
k
 D
a
n
d
e
l
i
o
n
 (eds), T
h
e
 O
x
f
o
r
d
 H
a
n
d
b
o
o
k
 o
f
 

Q
尽
奇
r
S
t
u
d
苔
(
O
x
f
o
r
d
University Press, 2
0
1
4
)
を
参
照
。

ユ
グ
ノ
ー
と
は
、
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
廃
止
に
と
も
な
う
仏
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
難
民
で
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
入
植
都
市
に
、
技
術
と
府
業
の
発
達
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
も
例
外
で
は
な
い
。

筆
者
は
、
バ
ー
ク
に
お
け
る
コ
ー
ク
州
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
渓
谷
を
故
地
と
す
る
母
方
ネ
ー
グ
ル
一
族
と
の
深
い
関
係
を
、
博
士
学
位
論
文
「
初
期
バ
ー
ク
に
お
け
る

美
学
思
想
の
全
貌
ー
18
世
紀
ロ
ン
ド
ン
に
渡
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
詩
魂
」
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二

0
0
四
年
三
月
）
執
筆
以
来
主
張
し
て
き
た
。
母
方
ネ
ー

グ
ル
一
族
な
ど
コ
ー
ク
州
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
氏
族
た
ち
と
バ
ー
ク
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
以
下
の
ル
イ
ス
・
カ
レ
ン
論
文
を
参
照
。

L
o
u
i
s
M
.
 C
u
l
'
 

!en,̂
T^
h
e
 B
l
a
c
k
w
a
t
e
r
 Catholics a
n
d
 C
o
g
t
y
 C
o
r
k
:
 Society a
n
d
 Politics in: 
the E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
"
,
 in: Patrick O
'
F
l
a
n
a
g
a
n
 a
n
d
 C
o
r
n
e
l
i
u
s
 G
.
 B
u
t
t
i
m
e
r
 

(eds), C
o
r
k
•
H

ミ
。
3
g
d
S
o烏

8
(
G
e
o
g
r
a
p
h
y

Publications, 1993), 5
3
5
,
5
8
4
.
 

岸
本
広
司
『
バ
ー
ク
政
治
思
想
の
形
成
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
九
年
）
一
三
五
頁
。
な
お
、
以
下
近
刊
予
定
書
の
な
か
で
、
筆
者
は
バ
ー
ク
の
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
中
澤
信
彦
・
桑
島
秀
樹
編
著
「
バ
ー
ク
読
本
ー
〈
保
守
主
義
の
父
〉
再
考
の
た
め
に
』
（
昭
和
堂
、
二

0
一
七
年
）
特
に
第
五
章
。

ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
を
根
拠
と
し
た
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
は
、
す
で
に
一
七
六
三
年
に
は
硬
質
陶
器
「
ク
リ
ー
ム
ウ
ェ
ア
」
を
完
成
。
英
国
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
王

妃
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
称
賛
を
受
け
て
、
六
六
年
に
は
「
王
室
御
用
達
の
陶
エ
」
と
な
り
、
そ
の
製
品
を
「
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ウ
ェ
ア
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。

六
九
年
に
は
、
リ
バ
プ
ー
ル
商
人
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ン
ト
レ
ー

T
h
o
m
a
s
B
g
t
l
e
y
,
1
7
3
1
,
1
7
8
0
(
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
出
身
。
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
の
学
校
教
育
を
受
け
た
木
材
・

綿
花
の
貿
易
商
）
を
共
同
経
営
者
に
迎
え
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
欧
州
・
北
米
へ
も
販
路
を
拡
げ
て
い
た
。
「
バ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
製
造
と
同
じ
一
七
七
四
年
に
は
、

磁
器
に
近
い
「
ス
ト
ー
ン
ウ
ェ
ア
（
炉
器
）
」
を
下
地
に
し
た
「
ジ
ャ
ス
パ
ー
ウ
ェ
ア
」
（
一
七
九

0
年
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
壺
」
で
頂
点
）
を
完
成
さ
せ
、
ロ
シ
ア
の
エ
カ
チ
ェ

■ 
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■ 

リ
ー
ナ
ニ
世
か
ら
、
九
四
四
点
の
「
フ
ロ
ッ
グ
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
（
「
英
国
風
景
」
と
「
カ
エ
ル
」
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ィ
ナ
ー
食
器
セ
ッ
ト
、
五

0
名
分
）
の
注
文
を
受
け
た
。

す
で
に
筆
者
は
、
渡
英
以
前
の
在
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
期
に
お
け
る
バ
ー
ク
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
を
、
以
下
の
三
段
階
に
分
け
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
段
階
「
コ
ー
ク

11
カ
ト
リ
ッ
ク

(11
母
方
ネ
ー
グ
ル
一
族
）
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
、
第
二
段
階
「
バ
リ
ト
ア
11
ク
エ
ー
カ
ー

(11
キ
ル
デ
ア
州
の
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
一
族
）
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
、

第
三
段
階
「
ダ
ブ
リ
ン

11
カ
レ
ッ
ジ

(11
演
劇
・
出
版
界
の
青
年
文
士
）
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
段
階
が
進
む
に
つ
れ
、
重
層
化
・
複
層
化
の
度
合
い

を
高
め
て
い
く
。
こ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
定
義
も
含
め
、
バ
ー
ク
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン
在
学
期
の
息
子
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
宛
書
簡
の

詳
細
な
分
析
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
。
桑
島
秀
樹
「
E
・
バ
ー
ク
の
カ
レ
ッ
ジ
在
学
期
に
お
け
る
〈
ダ
ブ
リ
ン
の
憂
欝
〉
あ
る
い
は
〈
バ
リ
ト
ア
幻
想
〉
と

文
芸
趣
味
の
実
践
的
醸
成
ー
キ
ル
デ
ア
の
親
友
ク
エ
ー
カ
ー

R・

シ
ャ
ク
ル
ト
ン
宛
書
簡
か
ら
ー
」
『
エ
ー
ル
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
）
』
三
三
号
（
日
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

協
会
、
二

0
0
四
年
）
一
九
五
ー
ニ
―
一
頁
。

O
x
/
o
r
d
D
.
 N. B., Vol. 1
0
(
2
0
0
4
)
,
 1
0
1
8
,
1
0
2
0
.

の
t
h
e
C
h
a
m
p
i
o
n
 f
a
m
i
l
y
の
項

0
0
a
n
D
a
y
)
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
一
族
は
、
一
七
世
紀
以
来
、
金
属
加
工
業
と
か

か
わ
る
有
名
な
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
だ
っ
た
と
い
う
。

一
七
七
四
年
の
ブ
リ
ス
ト
ル
選
挙
に
お
け
る
バ
ー
ク
擁
立
へ
と
い
た
る

R
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
思
惑
を
め
ぐ
る
詳
細
は
以
下
に
詳
し
い
。
中
野
好
之
編
訳
「
バ
ー
ク
政
治

経
済
論
集
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
―

1
0
0
0年
）
九
六

0
頁
（
「
ブ
リ
ス
ト
ル
到
着
な
ら
び
に
投
票
終
了
に
際
し
て
の
演
説
」
訳
注
）
、
岸
本
広
司
『
バ
ー
ク
政
治
思
想
の
展

開
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
二

0
0
0年
）
第
五
章
（
特
に
、
二
六
ニ
ー
ニ
六
七
頁
）
。

P. 
T
・
U
n
d
e
r
d
o
w
n
,
'
B^
u
r
k
e
'
s
 Bristol F
r
i
e
n
d
s
"
,
 in 

に
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
定
期
的
に
（
時
に
妻
ジ
ュ
デ
ィ
ス
を
伴
い
）
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
ク
夫
妻
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
バ
ー
ク
が
ブ
リ
ス
ト

ル
市
を
訪
問
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
通
常
は
街
の
北
郊
に
八
キ
ロ
離
れ
た
ヘ
ン
ベ
リ
ー
別
邸
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ク

は
こ
の
別
邸
に
何
度
も
足
を
運
び
、
一
七
七
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
侵
攻
危
機
に
際
し
て
は
、
ジ
ェ
ー
ン
の
一
時
退
避
先
と
な
っ
た
ら
し
い

(
U
n
d
e
r
d
o
w
n
,
1
9
5
8
,
 1
3
1
)

。

w
．
ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー
は
、
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
州
プ
リ
マ
ス
の
ク
エ
ー
カ
ー
牧
師
で
あ
り
、
英
国
初
の
「
高
磁
器
」
生
産
に
成
功
し
た
化
学
者
兼
陶
器
製
造
者
。
同
州
キ
ン

グ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
職
エ
ク
エ
ー
カ
ー
の
息
子
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
ク
エ
ー
カ
ー
化
学
者
兼
薬
剤
師
シ
ル
ヴ
ァ
ナ
ス
・
ビ
ー
ヴ
ァ
ン
に
弟
子
入
り
し
た
。
一
七
二
六
年
ビ
ー
ヴ
ァ

ン
と
と
も
に
プ
リ
マ
ス
で
薬
局
を
開
く
。
一
七
四

0
年
代
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
書
い
た
中
国
陶
磁
器
製
法
に
関
心
を
も
ち
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
商
人
か
ら
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

陶
土
と
陶
磁
器
実
物
を
も
ら
い
受
け
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
地
方
ト
レ
ゴ
ー
ニ
ン
グ
ヒ
ル
に
て
、
「
ム
ー
ア
ス
ト
ー
ン
」
「
グ
ロ
ー
ワ
ン
」
「
グ
ロ
ー
ワ
ン
・
ク
レ
イ
」
と
呼

ば
れ
る
陶
土
発
見
。
実
験
を
繰
り
返
し
、
一
七
六
八
年
に
こ
れ
ら
の
英
国
産
陶
土
の
採
掘
・
使
用
特
権
を
与
え
ら
れ
た
。
よ
り
良
質
な
陶
土
が
、
セ
ン
ト
オ
ー
ス
テ
ル
近

郊
セ
ン
ト
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
の
ト
ー
マ
ス
・
ピ
ッ
ト
（
後
の
キ
ャ
メ
ル
フ
ォ
ー
ド
卿
）
の
地
所
で
発
見
さ
れ
る
と
、
ピ
ッ
ト
本
人
を
出
資
者
に
し
て
プ
リ
マ
ス
の
陶
器
製

造
会
社
を
共
同
経
営
。
一
七
七
四
年
、
プ
リ
マ
ス
で
の
経
営
が
窮
す
る
と
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
「
い
と
こ
」
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
経
営
権
・
陶
土
使
用
権
を
売

却
し
た
。
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン
は
引
き
続
き
ピ
ッ
ト
か
ら
原
料
を
買
い
、
ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー
に
権
利
料
を
支
払
っ
た
。

ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー
を
引
き
継
ぎ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
で
陶
器
製
造
業
を
開
始
し
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
一
七
七
七
年
、
陶
土
使
用
権
の
更
新
を
試
み
る
。
こ
の
際
、
ス
タ
フ
ォ
ー

ド
シ
ャ
ー
の
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
ら
が
異
議
を
唱
え
る
。
し
か
し
、
「
特
許
対
処
規
定
p
a
t
e
n
t
f
o
r
m
u
l
a
」
に
よ
り
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ら
の
権
利
は
保
持
さ
れ
た
。
一
七
八
〇

年
に
ク
ッ
ク
ワ
ー
ジ
ー
は
没
し
、
け
っ
き
ょ
く
一
七
八
二
年
に
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ら
は
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
系
の
陶
器
会
社
に
全
権
利
を
移
譲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
製
法
の
科
学
的
な
試
行
錯
誤
に
も
熱
心
で
、
白
色
陶
磁
器
に
青
色
装
飾
を
施
す
た
め
、
独
国
ザ
ク
セ
ン
州
の
王
立
ザ
ク
セ
ン
・
コ
バ
ル
ト
会
社

か
ら
も
独
占
的
に
青
色
頻
料
「
酸
化
コ
バ
ル
ト
」
を
輸
入
し
た
り
も
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
現
在
で
も
「
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ブ
ル
ー
ガ
ラ
ス
」
の
伝
統
と
し
て
残
っ
て
い
る
。




